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められた。 PCNAのLabelingindex (L1)は2.1""'47.7%で、平均は21%であった。 PCNA-LIが21%以下
をLowPCNA、21%より多いものをHighPCNA群とした。多変量解析においてERとPCNA-LIが独立


















high PCNA群としたとき、多変量解析においてERとPCNA-PIが独立した予後因子となった。 3)low 
PCNAかっER陽性のものは5年生存率と 5年無再発生存率がそれぞれ80%、65%であるのに対し、 high
PCNAかっER陰性のものはそれぞれ15%、10%と極めて予後が不良であった。 4)PCNA-PI はp53の発
現と有意に相関し、 ERの発現とは相関しなかった。以上より、 4個以上のリンパ節転移を伴う進行乳癌
症例において、 ERとPCNA-PIを組み合わせることで、より詳細な予後の予測が可能であるとしている。
本論文は、進行乳癌症例における分子生物学的予後因子を詳細に検討したもので、今後進行乳癌患者の
予後予測、また術後の治療戦略に寄与するものと考えられるo従って本研究は博士(医学)の学位を授与
されるに値するものと判定された。
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